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会　費：８,０００円　＊政治資金規正法第８条の２に規定する政治資金パーティーです。

奇
数
月
は
「
セ
ミ
ナ
ー

＆
懇
親
会
」（
市
内
ホ

テ
ル
等
）
偶
数
月
は
「
居

酒
屋
真
友
会
」（
右
京

区
）
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
随
時
座
談
会

な
ど
も
受
け
付
け
ま

す
。

　

3
期
目
の
4
年
間
は
、
海
外
か
ら
日
本
を
見
る
機
会
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

　

幅
広
い
分
野
で
の
国
際
交
流
を
進
め
る
イ
タ
リ
ア
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
「
ナ
ポ

レ
オ
ン
に
征
服
さ
れ
た
後
に
、
ワ
イ
ン
の
種
類
が
変
わ
っ
た
。
」
と
説
明
を
受
け
て

ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
戦
後
日
本
で
は
、
食
文
化
の
大
変
化
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
普
段
か
ら
敗
戦
と
の
関
係
で
認
識
し
て
い
る
か
、
甚
だ
疑
問
に
思
っ
た
の
で
す
。

　

本
年
芸
術
交
流
が
始
ま
る
米
国
Ｎ
Ｙ
の
移
民
博
物
館
で
は
、
「
各
国
か
ら
様
々

な
理
由
で
米
国
へ
来
た
（
連
行
さ
れ
た
）
人
々
が
、
先
住
民
を
追
い
や
っ
て
国
を

創
っ
た
が
、
一
体
ア
メ
リ
カ
人
と
は
誰
な
の
か
？
今
後
、
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
進
む
の

か
？
」
を
問
い
、
ま
た
９
・
11
テ
ロ
の
記
念
展
示
場
で
は
、
「
悲
惨
さ
を
記
録
す
る
」

と
同
時
に
「
タ
リ
バ
ン
に
屈
し
な
い
」
意
思
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て

日
本
は
、
ど
う
い
う
国
で
あ
る
べ
き
か
、
問
う
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
核
被
爆
国
と

し
て
、
福
島
の
原
発
事
故
を
受
け
て
、
ど
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
発
信
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

議
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
英
国
で
は
、
通
訳
の
方
か
ら
「
国
際
社
会
で
問
題
が
起
き

た
時
、
日
本
は
、
他
国
を
見
て
か
ら
態
度
を
示
す
。
」
と
責
任
感
の
乏
し
さ
を
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
は
、
敗
戦
を
含
め
て
歴
史
の
総
括
を
何
と
な
く
や
り
過
ご
し
、
世

界
に
対
す
る
責
任
を
国
家
目
標
に
で
き
て
い
な
い
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

歴
史
と
は
、
「
未
来
を
考
え
る
た
め
の
鏡
」
で
あ
り
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
つ
な

ぐ
も
の
と
し
て
学
び
理
解
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
は
、
と
も
す
る
と
臭
い

も
の
に
は
蓋
を
し
、
未
来
へ
の
手
が
か
り
を
失
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し

ま
す
。
未
来
の
た
め
に
、
歴
史
の
光
も
影
も
直
視
し
、
学
ぶ
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
で
は
、
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
本
格
化
し
、
社
会
を
動
か
す
仕
組
み

が
根
底
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
地
球
規
模
で
は
、
技
術
や
経
済
の
覇
権
争
い
、

環
境
問
題
、
難
民
・
移
民
問
題
、
人
口
爆
発
の
下
で
の
水
・
食
料
問
題
等
は
待
っ
た

な
し
で
す
。

　

私
達
が
地
球
上
に
生
き
る
限
り
、
世
界
全
体
の
安
定
が
あ
っ
て
こ
そ
我
々
の
安
定

が
あ
り
、
積
極
的
に
そ
の
平
和
に
貢
献
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
先

進
国
た
る
日
本
の
、
そ
し
て
京
都
の
役
割
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

と
あ
る
聖
書
の
研
究
者
か
ら
、
「
京
都
に
は
、
景
教
（
キ
リ
ス
ト
教
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス

派
）
寺
や
清
浄
（
イ
ス
ラ
ム
教
）
寺
も
現
存
す
る
、
全
て
を
包
み
込
み
調
和
さ
せ
る

聖
地
で
す
」
と
教
わ
り
ま
し
た
。
改
元
を
迎
え
る
本
年
、
未
来
の
為
に
歴
史
か
ら
学

び
、
外
の
視
点
か
ら
も
学
び
、
京
都
の
世
界
的
な
役
割
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
進
国
日
本
と
そ
の
精
神
的
支
柱
・
京
都
の
役
割

　

府
・
市
の
役
割
分

担
は
分
か
り
に
く
い

も
の
で
す
。
ま
ず
は

私
の
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
困
り
ご
と
な
ど

　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

◆
と
も
に
語
り

     

合
い
ま
し
ょ
う
！

開
国
後
、
欧
米
列
強
の
支
配
を
防
ぎ
近
代
化
の
道
を
歩
ん
だ
明
治
、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
大
正
、
敗
戦
か
ら
復
興
と
成
長
を
遂
げ
た
昭
和
、

2
度
の
震
災
は
あ
れ
ど
戦
争
は
し
な
か
っ
た
平
成
も
終
わ
り
ま
す

次
の
御
代
で
は
世
界
全
体
の
平
和
に
貢
献
で
き
る
よ
う
望
み
ま
す

 　

京
都
府
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
あ
た
っ
て

（
二
之
湯
）
計
画
を
策
定
す
る
に
は
、
将
来
の
京
都
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
で
き
る
だ
け
明
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
複
数
の
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
は
ず
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
京
都
に
は
、
オ
ー
ル
京
都
で
定
め
た
「
京
都
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
４
０
」
が
あ
り
、
政
府
で
は
総
務
省
が
「
自
治
体

戦
略
２
０
４
０
」
を
発
表
し
た
。

　

前
者
で
は
、
文
化
・
大
学
・
価
値
創

造
を
魅
力
と
し
て
人
々
が
集
う
「
世
界

交
流
首
都
」
を
目
標
と
し
、
具
体
的
に

は
、
文
化
庁
や
観
光
庁
の
移
転
・
研
究

者
へ
の
優
遇
や
留
学
生
5
万
人
構
想
・

京
都
大
学
桂
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
け
い
は

ん
な
学
研
都
市
に
至
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ベ
ル
ト
構
想
、
等
を
掲
げ
て
い
る
。

　

後
者
で
は
、
子
育
て
・
教
育
、
医

療
・
介
護
、
公
共
施
設
、
公
共
交
通
・

イ
ン
フ
ラ
、
空
間
管
理
、
治
安
・
防

災
、
労
働
、
産
業
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等

の
分
野
別
に
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
が
も
た
ら
す
課
題
を
整
理
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
方
法
と
し
て
、
地
方
公

共
団
体
は
、
職
員
が
半
減
し
て
も
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
技
術

を
駆
使
し
、
行
政
組
織
や
官
民
の
枠
を
超
え
て
柔
軟
に
連
携
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
夢
と
現
実
を
示
し
た
議
論
の
積
み
上
げ
を
大
切
に

し
て
新
し
い
総
合
計
画
等
は
策
定
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
西
脇
知

事
は
特
に
ど
こ
を
大
切
に
し
た
い
か
？

（
西
脇
知
事
）
京
都
府
が
計
画
を
策
定
す
る
意
義
は
、
将
来
の

目
標
や
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
、
議
会
や
府

民
と
一
体
と
な
っ
て
行
政
運
営
を
進
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
今

後
の
計
画
づ
く
り
で
は
、
「
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
４
０
」
等
の

成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
京
都
が
有
す
る
歴
史
や
文
化
、
地
域
資

源
等
に
加
え
て
、
大
学
の
集
積
や
文
化
庁
の
移
転
と
い
っ
た

京
都
の
強
み
等
、
京
都
ら
し
さ
に
こ
だ
わ
っ
て
策
定
を
進
め
た

い
。
ま
た
、
幅
広
く
声
を
聞
く
こ
と
や
、
各
種
デ
ー

タ
や
費
用
対
効
果
等
の
分
析
等
に
基
づ
い
て
施
策
を

立
案
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
。

２
０
４
０
年
か
ら
考
え
る
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
手
法

（
二
之
湯
）
今
後
策
定
さ
れ
る
各
種
の
行
政
計
画
の

多
く
は
3
年
～
5
年
計
画
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、

２
０
４
０
年
か
ら
逆
算
し
て
、
何
を
ど
こ
ま
で
実
現

す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

手
法
で
制
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
前

例
に
囚
わ
れ
な
い
行
政
運
営
に
な
る
と
考
え
る
。

（
西
脇
知
事
）
総
合
計
画
の
策
定
時
に
、
20
年
先
の

概
ね
２
０
４
０
年
を
展
望
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
も
策

定
し
、
「
京
都
こ
そ
日
本
を
先
導
す
る
」
と
の
気
概
で
夢
の
あ

る
計
画
を
お
示
し
す
る
。
今
後
は
各
計
画
で
そ
こ
へ
向
か
っ
て

い
く
の
で
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
通
じ
る
も
の
だ
と
思

う
。そ

の
他
、
「
デ
ジ
タ
ル
前
提
の
行
政
」
と
「
国
際
化
」
に
つ

い
て
、
質
問
し
ま
し
た
。　

「京都の力をしんじる夕べ」に是非ご参加ください

　
２
月
６
日
～

　
　
　  

３
月
13
日

　

西
脇
知
事
に

よ
っ
て
、
就
任
後

初
め
て
編
成
さ
れ

た
当
初
予
算
「
新

し
い
京
都
の
未
来

へ
の
挑
戦
予
算
」

案
の
審
議
を
中
心

に
開
催
さ
れ
ま

す
。
予
算
案
は

「
子
育
て
環
境
日

本
一
」
「
京
都
力

を
活
か
し
た
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

観
光
振
興
」
「
京

の
産
業
の
新
展

開
」
「
暮
ら
し
の

安
心
・
安
全
の
向

上
」
「
未
来
を
拓

く
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
５
つ
の
柱

で
編
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
も
予
算

委
員
会
委
員
と
し

て
充
実
し
た
審
議

に
努
め
ま
す
。

京
都
府
議
会
情
報

京中山家六代目当主　中山 貴英 氏

京中山家初代忠伊卿は119代光格天皇の

第六皇子。中山大納言に臣籍降下し忠伊

と名乗る。その子二代忠英は久邇宮朝彦

親王が総裁を努めた大日本皇道立教会会

長を務め、その後三代忠宗が会長を就任。

現当主貴英はその六代目であり、光格天

皇五代の後胤に当たる。現在一般財団法人 和の道 黎明会の

理事長として、文化、芸能、芸術、歴史と様々な角度から

日本人の心を伝え、勉強会や講演活動など定期的に開催し、

歴史の真実を語り伝えている。

9
月
26
日  

本
会
議
質
問

9
月
26
日  

本
会
議
質
問

メルマガ（しんじe通信）を始めました。送信希望の方は事務所までご連絡ください。

創生神楽宗家　表　博耀 氏

10代から古神道や修験道の行を積み、

20代から「ネオジャパネスク(温故創新)」

と題した日本的世界観を表現する舞台や

芸術作品展等を各国で展開。2010年、観

光庁から「エンタメ観光マイスター」第

1号に任命され、各地で神話等に基づく

「創生神楽」を創作、奉納している。2016年に国家的祭祀の

中核を成す山蔭神道80世を京中山家の裁許のもと継承し、

山蔭員英となる。現在、世界聖地巡礼観光『プロジェクトフェ

ニックス 』を実践している。

こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合
で
一
部
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

府
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
全
て
の
質
問
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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（1） 平成31年２月15日

二ノ湯しんじ

（4）二ノ湯しんじ通信 ◇ 第 32 号平成31年２月15日



12
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、
今
後
を
展
望
し
努
力
を
誓
い
ま
す
！

12
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、
今
後
を
展
望
し
努
力
を
誓
い
ま
す
！

        　二元行政は組織統合で解消を　

同じ仕事で組織を統合することで

人件費は減り、 事業費は増え、 新たな財源もできる。

地方にも経済成長戦略が必要！

〈
身
辺
雑
記
〉

〇
京
北
で
の
米
作
り
も
2
度
目
の
収
穫
を

終
え
た
が
、
昨
夏
に
、
そ
れ
を
指
導
し

て
く
れ
て
い
た
同
級
生
、
京
都
フ
ァ
ー

ム
代
表
の
梶
谷
和
豊
君
が
急
逝
し
た
。

そ
の
京
都
フ
ァ
ー
ム
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

京
都
プ
レ
ミ
ア
ム
産
米
に
入
賞
し
た
。

過
疎
が
進
む
中
う
ま
い
米
を
育
む
集
落

が
１
０
０
年
続
く
こ
と
を
夢
見
て
い
た

が
、
私
も
政
治
家
と
し
て
努
力
し
た
い
。

〇
年
末
に
、
恩
師
の
親
戚
一
同
の
お
餅
つ

き
と
注
連
縄
づ
く
り
に
参
加
さ
せ
て
頂

い
た
。
楽
し
み
な
が
ら
伝
統
的
な
生
活

文
化
を
学
べ
た
ら
と
思
う
が
、
子
供
ら

は
、
薪
割
り
や
た
き
火
等
、
普
段
し
な

い
こ
と
に
大
は
し
ゃ
ぎ
だ
っ
た
。
火
遊

び
に
興
じ
て
い
た
三
男
が
、
帰
り
の
車

で
疲
れ
て
眠
っ
た
ら
、
お
も
ら
し
し
た
。

昔
の
人
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。

〇
人
々
が
交
流
し
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が

事
業
を
生
み
、
活
力
と
魅
力
が
溢
れ
る
。

そ
ん
な
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形

成
し
よ
う
と
、
医
薬
系
、
製
造
業
等
の

事
業
家
等
と
勉
強
会
を
始
め
た
。
新
し

い
も
の
が
生
ま
れ
続
け
、
時
代
を
経
て

優
れ
た
も
の
だ
け
が
残
る
。
そ
れ
が
繰

り
返
さ
れ
る
と
、
新
旧
が
交
じ
る
。
今

の
京
都
に
は
新
し
い
力
が
必
要
だ
。

〇
大
学
生
の
研
修
生
の
受
入
れ
を
2
月
か

ら
再
開
し
た
。
以
前
は
「
指
導
せ
ね
ば
」

と
気
負
っ
て
い
た
が
、
私
も
大
学
生
の

倍
の
年
齢
に
な
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
相

互
理
解
に
努
め
、
相
手
か
ら
も
学
ぼ
う

と
考
え
た
。
す
る
と
、
私
の
知
ら
な
い

現
実
を
た
く
さ
ん
教
え
て
く
れ
る
。
今

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
政
策
立
案
を
試

み
て
い
る
。

〇
3
年
間
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
の
演
奏
会
を
開
催
し
た
こ
と
で
、

今
年
は
、
4
月
と
7
月
に
イ
タ
リ
ア
人

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
6
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
合
唱
団
と
在
京
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
依
頼
さ
れ
開
催
す
る
。

日
本
の
伝
統
芸
能
等
の
催
し
も
随
時
開

催
す
る
予
定
だ
。
微
力
な
が
ら
、
文
化

庁
を
迎
え
る
京
都
を
盛
り
上
げ
た
い
。

〇
選
挙
ほ
ど
、
行
政
が
主
催
す
る
行
事
で
、

多
額
の
公
費
が
投
じ
ら
れ
る
も
の
は
無

い
。
こ
れ
は
、
住
民
に
と
っ
て
「
よ
り

良
き
社
会
を
考
え
、
行
動
す
る
機
会
」

で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
う
し
た
民
主
主
義

の
理
想
が
実
現
す
る
よ
う
な
選
挙
が
展

開
で
き
れ
ば
と
思
う
。

３月６日（水）13：30～
KBS京都テレビをご覧ください！

質問案は以下の通りです。

○新しい「総合計画」長期ビジョンの具体像について
　　概ね2040年の姿を描いた長期ビジョンに、何をどう

　　するのかといった、具体的な指標と数値目標がない

　　と、今後の事業規模やスピード感がつかめず、努力

　　の仕方が不明確になります。ここを質します。

○観光と文化財行政
　　3年前から取り組み、答弁は良いが実際には改善が

　　乏しい文化財行政について、保存のスピードアップ

　　と特に観光への活用等の観点から、より効率的な行

　　政の在り方を提案します。

○大学政策について
　　人口減少時代に、高校新卒者だけを相手にするだけ

　　では大学経営は成り立ちません。広く社会人を迎え

　　るべきで、それは、変化が速く学び直しが必要な時

　　代の要請でもあります。これを中小企業の人材確保、

　　地方からの人口流出の阻止、高齢者の生きがい等に

　　結び付けられるのではないかと提案します。

その他、予算審議の中で重要だと感じたことを加えます。

予算特別委員会で
　総括質疑をします！
予算特別委員会で
　総括質疑をします！ ２期目 １期目３期目これから

府市二重行政の解消

問題意識：府市ともに 「財政が厳しい」

と様々な事業が縮小するが、 お金が

無いなら、 府市が共同で行政の組織

改革に努め、 税金のより多くを住民に

還元すべきではないか？

解決方法：京都市会議員の有志とと

もに継続的に勉強会を行い、 両議会

で提言を続けた結果、 「動物愛護セン

ター」 「計量検定所」 「保健環境研究

所」 等、 複数の府市類似施設を統合

できた。

行政改革 （節約） によって

未来を創る財源を！

京都流の成長と活力を！

問題意識：府市類似施設の統合によ

る削減効果より、 府市双方の債務の

増加の方が桁違いに巨額である。 持

続可能な社会の構築には、 節約に加

えて経済成長も必要である。

解決方法：観光客の増加も活かして

文化・芸術を核とした産業育成はでき

ないかと、 映画産業・舞台芸術・音

楽等の事業を展開。 また、IT、製造業、

伝統産業、 医薬等の各方面の方々と

の勉強会を結成し、 研究を重ねる。

世界交流首都京都の実現

歴史、 文化、 大学等によって

人が集まり、 京都も育つ！

問題意識：人口が増加から減少へ転

じ、 機械が人間から作業を奪っていく

時代、 人は何故どのように生きていく

のかという意義が問われ、 生き方全般

が、 新たなるステージに向かっていく。

解決方法：歴史に学び、 人間が大切

にすべき生き方 （文化全般） を問い

直し、 それを世界中の人々に提供す

る。 家族や地域社会はじめ人の絆を

どう結び、 「学ぶ」 こと、 「働く」 こと

はどうあるべきか、 各論についてしっ

かり研究し、 示し、 実践していく。

　

京
都
府
議
会
議
員
と
し
て
活
動
し
た
こ
の
12
年
間
は
、「
失
わ
れ
た
20
年
」
の
後
半
で
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
人
口
減
少
時

代
に
突
入
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
社
会
が
混
と
ん
と
し
、
文
明
社
会
の
在
り
方
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

政
権
交
代
に
よ
っ
て
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
期
待
が
大
き
か
っ
た
半
面
、
拙
い
政
治
に
対
す
る
失
望
も
大
き
く
、
再

び
自
民
党
政
権
に
戻
り
ま
し
た
が
、
政
治
に
対
す
る
「
し
ら
け
」
や
「
諦
め
」
す
ら
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

し
か
し
、
地
域
や
経
済
の
「
格
差
」
が
広
が
る
中
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
普
及
し
人
間
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
る
、
激

動
の
時
代
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
政
治
が
指
針
を
示
す
時
で
あ
る
と
自
覚
し
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

持続可能な社会には

行革＋経済成長！

（3） 二ノ湯しんじ通信 ◇ 第 32 号 （2）平成31年２月15日 二ノ湯しんじ通信 ◇ 第 32 号平成31年２月15日


